
資料１

※○の数字は、別紙「令和５年度 地域政策推進事業一覧」の番号となります

「デントコーンの大規模栽培により、配合飼料を削

減し、軽費削減することを進めていかなくてはなら

ない」

「若い後継者の方々、新規就農者の方々をこれから

も引き続き、積極的に受け入れていかなければいけ

ない」

「食料の安定供給を支えるには、スマート農業

技術の推進など生産基盤の強化が必要」

「限られた水産物を販売していくためには、産

地のブランド化を目指していかなくてはならな

い」

「残った魚をどう上手く有効利用していくか、

事業の進め方をどうしてくかということが課

題」

「養殖や栽培漁業の拡充などの持続可能な漁業

が必要」

「農業に比べて遅れているIT化を積極的に推進

する」

「ジビエ(鹿肉)の有効活用への取組」

②根室地域産エゾシカ肉「根室ディア」

　普及促進事業

・家庭における消費拡大に向けた住民試食会、

　料理教室の開催

「食に関して本当に質が高いので、それをうま

く観光に結びつけることは必ずやらなければい

けないこと」

④新型コロナウイルスを克服するための

 「ねむろの食と観光」競争力強化事業

・映像・スライドを活用した根室の食と観光資源の

　プロモーションを展開

「各団体の垣根を越えた付き合いが停滞してい

る。若い人たちに今の課題を考えてもらう機会

を作るべき。」

「もっと産業間の連携や意見交換の場をつくっ

ていくべき」

「北方領土返還要求運動等できていないが、引

き続き北方領土対策に取り組んでいく必要があ

る」

③北方領土次世代活動促進事業

・管内高校生が北方領土問題に関心を持つきっかけ

　づくりとして、北方領土プロジェクト“N”を展開

「医療提供体制の確保が重要である」

⑤根室地域医療従事者確保事業

・看護師を目指す高校生向けの看護師養成校

　合同説明会の開催

「脱炭素社会の実現など、社会が抱える課題を

変革に向けた好機と捉える」

⑨「ゼロカーボンねむろ」普及啓発事業

・管内各市町の商業施設等でリーフレット配布する

　などの街頭啓発活動を実施

「ゼロカーボン、気候変動関連の対応は重要な

課題。地域にとっても、対応していく必要性が

高まっている」

⑪「ゼロカーボンねむろ」人材育成事業

・高校の授業時間を活用して、ゼロカーボンに関

　する探究学習やグループ検討の成果発表を展開。

⑧「あつまる・つながる」いきいき

　根室づくり事業

・地域づくりに意欲的に取り組んでいる方を講師

　として「ワカモノ会議」を開催し、業種や地域を

　越えたネットワークの形成・展開を図る

R４地域づくり連携会議における主な意見 Ｒ５根室振興局独自事業（11事業）

①人と草を育む持続可能型ねむろ

　酪農推進事業

・サイレージ用とうもろこし等優良草地の確保に

　向けた実証調査や事例収集

・就農フェアや出前講座等の開催による人材の確保

・飼養管理システム等スマート農業の導入推進の

　ための講習会実施

⑥根室管内新たな陸上養殖実証事業

・サクラマスの生残・成長調査やウニの餌料

　検討・実証

⑩海の見える化水中ドローン普及推進事業

・水中ドローン体験講習会の開催

⑦根室管内水産物鮮度保持向上・

　普及事業

・新たな測定方法(Ｋ値)による鮮度保持方法の改良
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北海道根室振興局



（単位：千円）

1
継
続
人と草を育む持続可能型ねむろ
酪農推進事業

2 ～ 6 農務課

根室地域の酪農は我が国でも有数の生乳生産量を誇り、関連産
業とともに地域の経済と雇用を支えているが、農家及び農業関
連従事者数の減少への対策が喫緊の課題となっているほか、本
地域の特色である草地型酪農を支える良質粗飼料の安定確保
や中小規模経営の営農継続対策が求められているため、本事
業によりこれらの課題への対策を実施することで本地域の酪農
の持続的発展を図る。

2
継
続
根室地域産エゾシカ肉
「根室ディア」普及促進事業

3 ～ 5 環境生活課

根室管内で年間約8,000頭捕獲されるエゾシカの有効活用を進
めるため、地域の飲食店や家庭における消費を拡大するととも
に、ジビエ・生体捕獲・養鹿の研究を通じて安全安心でおいしい
根室地域産エゾシカ肉の供給を拡大する。

北方領土返還要求運動の中心地である根室地域において、領
土問題を確実に理解してもらう啓発活動の推進及び次世代を担
う若い世代の意識高揚や啓発活動への参加意欲の拡大を図り、
返還要求運動の担い手を育成する。

594

北方領土返還要求運動の担い手を育成するため、根室管内の
高校生が北方領土問題に関心を持つきっかけづくりとして、高校
生自らが啓発活動を行う機会を提供・支援。
【民間資金活用 500千円［一般社団法人北海道富山会館］】

500

4
継
続

新型コロナウイルスを克服する
ための「ねむろの食と観光」競争力
強化事業

3 ～ 5 商工労働観光課

新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた意識の高まりや「新し
い生活様式」の普及など、人々の変化に対応した観光客の受入
体制の整備やプロモーション及びねむろの食の高付加価値化な
どの支援を行うことにより、新型コロナウイルス感染拡大により
大きく減少した観光客のいち早い回復に向け、地域が一体となっ
て取り組みを進める。

5
継
続 根室地域医療従事者確保事業 3 ～ 7 保健行政室

医療従事者が道内で最も少ない根室圏域における従事者確保
に向け、医療従事者を目指す若者が再び地元に戻ることができ
るような環境づくり・意識醸成といった取組について地域全体で
検討・推進する。

6
継
続

根室管内新たな陸上養殖実証
事業

5 ～ 7 水産課

管内の各漁協、関連企業に対する魚類等養殖の啓発を目的に、
急な水温変化や流氷など自然環境に左右されない陸上試験を
実施するとともに、ウニなどの陸上養殖に必要となる餌の検討を
行う。

7
新
規

根室管内水産物鮮度保持向上・
普及事業

5 ～ 7 水産課
漁業経営の安定化のため、水産物鮮度保持向上の取組を実施
するとともに、取組状況を道内外へ発信し、魚価向上を図る。

8
新
規

｢あつまる・つながる｣いきいき根室
づくり事業

5 ～ 7 地域政策課
地域活力の創出のため、交流・関係人口を拡大するとともに、地
域づくり人材を確保・ネットワーク化し、人口減少社会における新
たな視点での活力ある地域づくりの推進を図る。

9
新
規

「ゼロカーボンねむろ」普及啓発
事業

5 ～ 5 環境生活課

管内全市町において令和５年３月にゼロカーボンシティ宣言が実
施されたことを契機とし、根室振興局によるゼロカーボンへの取
組に関する普及啓発活動を推進することで、根室地域における
ゼロカーボンへの機運を高め、「ゼロカーボン北海道」の実現に
貢献する。

10
新
規

海の見える化水中ドローン普及
推進事業

5 ～ 7 水産課

近年、沿岸環境の変化（高水温や赤潮の発生）による漁獲量の
減少に対応するため、水中ドローン等による沿岸域の把握が必
要となっていることから、管内漁協等を対象に体験講習会等を開
催し、人材の育成と普及を推進する。

11
新
規

「ゼロカーボンねむろ」人材育成
事業

5 ～ 5 環境生活課

「ゼロカーボン北海道」の実現に向けては、道内各地域でのゼロ
カーボンの推進が必要であり、根室地域における今後のゼロ
カーボンへの取組について、将来を担う若者世代が考え、提案し
ていくことで将来にわたりゼロカーボンの取組を進めていくことが
できるようにするため、根室管内の高校生を対象とした人材育成
事業を行う。
【民間資金活用 357千円［大地コンサルタント株式会社］】

581

357

A 計) 16,880

1,094

4,627

138

5,405

1,124

880

3

1,241

担当課

北方領土対策課

200

1,233

番
号 事　業　概　要

事業
期間
(年度)

事　業　名

新
規
・
継
続

3
継
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R4予算額
（B）

663

令和5年度　地域政策推進事業一覧（根室振興局実施分）

※1　Bの合計には、一覧に記載されていない事業（1,093千円、815千円）を含んでいます。
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